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平成 29 年２月３日 
各      位 

会 社 名  レ ッ ク 株 式 会 社             

代表者名  代表取締役社長 永守 貴樹 

（コード番号 ７８７４ 東証第一部） 

問合せ先  取締役執行役員経理部長 増田 英生 

（TEL．０３－５８４７－０６００） 
 

業績予想の修正、配当方針の変更及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年 11 月４日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。また、当社は、平成 29 年２月３日開催の取締役会において、以下の

とおり、配当方針の変更及び平成 29 年３月期の配当予想の修正を決議いたしましたのでお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

 (1) 平成 29 年３月期通期連結業績予想数値の修正 （平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 37,400 2,200 2,000 1,400 159.09

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 37,400 3,200 3,000 2,000 227.27

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― 1,000 1,000 600 

増 減 率            （％） ― 45.5 50.0 42.9 

（ご参考）前期実績 
（平成 28 年３月期） 

33,911 818 687 598 68.01

 

 (2) 修正の理由 

 売上高につきましては、ほぼ前回発表予想とおりに推移しておりますが、利益面につきまして

は、グループ一丸となりコスト削減等による収益性の向上に努め、利益率の改善が想定以上に進ん

だこと等から、前回公表した業績予想を修正いたします。 

 
 

２．配当方針の変更 

 (1) 配当方針変更の理由 

 当社は、この度、将来の持続的な成長のための内部留保を図りつつ、株主の皆様への利益還元姿

勢を明確にし、積極的な利益還元を実施するため、業績に連動した配当を行う方針とすることとい

たしました。 

  

 (2) 配当方針の変更内容 

 (変更前) 

 当社では、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と位置付けており、業容拡大に必要な

設備投資並びに新規事業開拓のための内部留保の充実を勘案した上で、業績に裏付けられた適正な

利益配分を継続することを基本方針としております。 
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 (変更後) 

 当社では、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要課題と位置付けており、業容拡大に必要な

設備投資並びに新規事業開拓のための内部留保の充実を勘案した上で、業績に裏付けられた適正な

利益配分を継続することを基本方針としております。配当につきましては、連結配当性向20％を目

処として剰余金の配当を行う方針であります。 

 

３．配当予想の修正 

 (1) 配当予想修正の理由 

 上記の業績予想数値の修正及び配当方針の変更に伴い、平成29年３月期の期末配当金予想を前回

予想から6円増額し１株当たり26円に修正いたします。 

 なお、この修正により、既に実施済の中間配当金１株当たり20円とあわせて、年間配当金は１株

当たり46円となり、この場合の連結配当性向は20.2％となる予定です。 

 

 (2) 配当予想修正の内容 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 20 円 00 銭 40 円 00 銭

今 回 修 正 予 想 26 円 00 銭 46 円 00 銭

当 期 実 績 20 円 00 銭

前 期 実 績 

（平成 28 年３月期） 
20 円 00 銭 20 円 00 銭 40 円 00 銭

 

 
（注）上記予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後の様々

な要因によって予想と異なる結果となる場合があります。 

以  上 


